
○市民実感度指標と数値指標の分析による当該施策の位置

　領域Ⅰ　現状を維持しつつ，効率化を目指す領域

　領域Ⅱ　施策を構成する事務事業及び事業内容等を見直し
　　　　　　 市民実感度を高める必要のある領域

　領域Ⅲ　施策並びに構成する事務事業の必要性を検討する
              領域

　領域Ⅳ　施策の重点化を図り市民実感度を高める必要がある
              領域
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４　施策の評価（現状分析）

　　　平成２７年度以降に残る課題，その要因として考えられること。

・土地区画整理事業は完了したが、保留地３区画の処分が未了のため、販売を推進する。
・笠間稲荷周辺街並みﾙｰﾙの合意形成と都市計画手続き

残された課題

・土地区画整理事業が完了したことにより、良好な宅地を提供することが出来た。
・笠間稲荷門前通り整備工事、Ｈ26年度発注工事であるＬ=108ｍが完了し、合計Ｌ=252ｍの供用開始となった。
・笠間稲荷周辺街並みづくりｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（案）を策定した。

達成度評価

・構成事務事業における行政の役割は適正であると思われる。
・笠間稲荷門前通りの街並みづくり及び笠間稲荷周辺の拠点整備を推進するためにも適正であると思われる。

構成事務事業
の適正性

　　　指標を分析した結果施策目標は達成されたのか

　　　施策目標を達成するための手段（事務事業）の構成は妥当か

２　施策の成果向上に向けての市民と行政との役割分担をどう考えるか

市民の役割

　　　取り組み内容と成果，成果が得られた要因として考えられること。

・岩間駅東土地区画整理事業完了
・各施設の適正な維持管理
・笠間稲荷門前通り整備工事　L=108mの着工
・笠間稲荷周辺街並みづくりのﾙｰﾙ（案）の策定

取組状況等

行政の役割

３　平成２６年度 の取組状況

　　　市民(地域・団体・事業所）が自助でやるべきこと。共助でやるべきこと。市と協働でやるべきこと。

・公共交通を積極的に利用すること。／道路網・公共交通網整備の必要性を理解し協力すること。
・地域のまちづくりを自ら考え、主体的に関与すること。
・笠間稲荷門前通り整備についての整備方針策定へ協力すること。
・ひとりひとりが道徳的規範を守ることで、公共の場の利便性や機能が維持できるように努めること。

　　　市がやるべきこと。県がやるべきこと。国がやるべきこと。
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市民実感度

施策コード 管理課

平成２７年度施策評価シート（平成２６年度 実施事業）

施策名
1-1-2

作成主管課

拠点づくりと市街地整備
関係課

まちづくり推進課

小政策

政策

１　交流と地域の力を高める土地利用を進めます
政策体系

第１章　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり〔土地利用・都市基盤〕

・市民が利用しやすい公共交通の環境作りを事業者へ働きかける。／道路網・公共交通網整備を推進する。
・地域の合意を図るにあたって、住民意見の相互調整を図る。
・笠間稲荷門前通り整備方針に基づく整備の実施。
・便利で安心して利用できる駅前駐車場及び駐輪場の整備と維持管理に努める。

19,300

H27

6,740

-

５　今後の方向性

本市の特性を生かし活力ある地域づくりを目指すため、広域交流拠点や地区生活拠点の強化、ネットワーク化
を進め、市内外の交流の活性化を図るとともに、市民の理解と協力を得ながら、市民生活の質の向上につながる
魅力ある市街地の整備を進めます。

現況と課題

駅橋上化、高速自動車道のサービスエリア、パーキング、茨城空港など広域交通基盤や情報通信基盤の整備
により高まった人・物・情報などの交流に対し、それらの施設を活用した情報発信を行いながら、市内への誘導
を図り、地域の活力につなげていくことが求められます。
また、生活の質の向上につながる各地域の拠点づくりや市街地整備も同様に求められています。現在、市街地
の整備については、岩間駅東地区の土地区画整理事業が進められていますが、高齢化が進む中での市街地の
整備・誘導は、新規又は既存のものを問わず、今後のまちづくりにおいて重要な要素となります。
今後は、策定された「笠間市都市計画マスタープラン」などに基づきながら、本市の強みである広域交通基盤
を、ストロー現象といった弱みに変えることなく、交流を受け止める拠点のネットワーク化を図り、あわせて、人口
の構造変化を踏まえ、成長し持続できるまちづくりを進めるため、道路網、公共交通網などを含めた市街地の整
備・誘導を進める必要があります。

19,100

40.610

6,830

目標値設定
の考え方

広域交通基盤である市内各駅・各インターの利用者数により市内外の交流を把握する。
用途地区内の都市的土地利用面積の内宅地化率により把握する。

市内各駅の乗降人数の過去5年平均減少率1.7％を1.0％まで縮減することを目標とした。
各インターの利用者数及び、都市的土地利用率については、道路網等を含めた市街地の整備・誘導
を進める計画により、微増する目標とした。

・旧井筒屋旅館をまちづくり拠点とした整備を行い笠間稲荷周辺の賑わい創出を図る。
・笠間稲荷周辺街並みﾙｰﾙの運用による街並みづくりの実施。

取組方針

　　　平成２８年度に向けた施策方針

施策目標

当施策を重要と感じている市民の割合
重要度

加重平均値

数値指標
の考え方

指標設定
の考え方

１　総合計画進行管理

市民からの
意見・反応等

・友部駅は立派になったが、駅周辺の街並みに人のにぎわいを感じられない。・再開発を望む。・岩間地区だけが発展されて
いないとの意見。・赤塚のような発展を願う。・まちづくりの基本は、そこに「人」が集まること、人が住みたくなる施策が第一、魅
力的な「まち」のため、どんなことでも排除せず可能性を徹底的に考慮してほしい。

3.420 3,314 3.358

 総合計画後期基本計画の内容 
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2,571

シート３－１　施策構成事務事業貢献度評価

事業費合計

市街地活性化推進事業

式

100

83

市街地活性化基礎調査事業

100

4

5

6

7

件 15 26

建設・整備事業 整備割合

233,895

- -

10

11

12

13

158,870220,254

10

笠間市駅周辺整備活性化プランに基づいた各種事業の推進及
び３地区（友部，笠間，岩間）市街地の活性化策の総合的な検討
及び推進するとともに，大学連携による都市ブランドの向上及び
若者の市内への引きこみ等を目的に，市全体のコンセプト形成か
ら各地域のデザイン形成を複数年度に渡り実施する。

政策的事業

駅周辺の歩行者数（昼
間12時間）
フィールドワーク等での
来訪者数

人
人

9,268 42,434
-

63
市単

1
市街地の活性化に向けた取り組みを企画・立案する上で、必要不
可欠な現状の把握をするための調査。

政策的事業 調査結果 1- 県補助 - 525 23,086

44,438 4522 国補助522 1,575 41,780
笠間稲荷周辺の活性化を図るため、民間事業者による旧井筒屋
の再生整備と日動美術館や大石邸跡など歴史文化の拠点の整
備により、交流人口の増加による賑わい創出を図る。

政策的事業 宿泊受入可能数 人

47,134 2108 国補助144

522

40,821

81,827

0 115,167

－建設・整備事業 整備割合 ％ －

450

270

－ H24：完－ 国補助

302 義務的事業

1－ 国補助

件 18 20

16 市単

－105,410

33 市単 145

149 義務的事業310

6,303 6,861 9

276

11

　岩間駅の魅力づけと駅前広場等の整備改善により、交通結節点
としての利便性、快適性の向上を目的として整備された施設の適
正な維持管理を行う。

維持管理事業 利用者からの苦情件数 件 10 10 6 市単

1,1305 3 5

3,352

市単 998 1,180

9

市単 105 108 109 12

市単 15,656 16,183 17,412

14

15

14 6

17,905,110 18,016,832 17,395,825

維持管理事業 施設の修繕

   北関東自動車道笠間ＰＡ隣接多目的広場を活用しての物販イ
ベントを開催し、笠間ＰＡ立寄り者増加を図るため、施設の維持管
理を行う。

維持管理事業

岩間駅東土地区画整理事業

まちづくり交付金事業
岩間駅周辺整備事業

笠間稲荷門前通り整備推進事業 政策的事業

開発許可関係事務
市民及び民間事業者から提出される開発行為許可申請に対し、
笠間市開発事業指導要綱及び都市計画法に規定される技術基
準に基づき、審査・許可及び完了検査を実施する。

義務的事業

駅前トイレ管理事業

市民・民間事業者からの建築確認申請に関する各種の問合せへ
の対応、及び県との委託契約に基づく調査事務の実施。
また、住居表示設定区域内に新築された建物について、建築主
からの申請に基づく住居表示番号の設定。

笠間稲荷周辺まちづくり推進事業

住居表示番号の設定建築確認申請等関係事務

岩間駅東西自由通路管理事業

件

笠間ＰＡ周辺事業

岩間駅舎及び南北自由通路の整備に合わせて、岩間駅東地区
3.1ｈａ（駅広含む）を区画整理を行い、良好な魅力ある市街地整
備を推進する。

観光拠点である笠間稲荷門前通りに賑わいを創出するため、地
域の意見を充分に取り入れながら、歩行者に優しく景観に配慮し
た道路整備を実施する。

　稲田・福原・宍戸駅前トイレ完成後，利用者が安心して利用でき
るように施設の維持管理を行う。

整備割合 ｍ

％

開発行為の許可

台

9

2

3

　友部駅の魅力づけと駅前広場等の整備改善により，交通結節点
としての利便性，快適性の向上を目的として整備された施設の適
正な維持管理を行う。

「都市計画道路：岩間駅東大通り線、日吉町・古市線」の道路整
備と交通結節点である岩間駅の東西を連携する「自由通路及び
駅舎」の整備を実施し、防災性の向上と駅前の荒地になっている
土地を有効活用し、岩間地区の活性化を図る。

友部駅自由通路・駅前広場管理
事業

義務的事業

物販イベント売上高 円

8

維持管理事業

補助区分
事業費（千円）

市単

平成２４年度

136162

成果

定期1月当たりの自動
車台数（貸付含）

8,820

平成２５年度 平成２６年度 平成２５年度

8,711

平成２４年度

8,603

施策を構成する事務事業 事業内容

駅前駐車場管理事業1

　市内の駅前にある駐輪場及び駐車場の管理業務（使用許可，
使用料の徴収，施設の見回り）。
　・有料駐車場：５箇所（笠間駅北，稲田駅前，福原駅前，友部駅
前，岩間駅前）
　・有料駐輪場：３箇所（笠間駅北，稲田駅前，友部駅北）
　・無料駐輪場：４箇所（福原駅前，宍戸駅前，友部駅前，岩間駅
西）

利用者からの苦情件数

事務事業性質

維持管理事業

件 11

成果指標

152

貢献度評価
単位

11

平成２６年度 

2.5 100 



岩間駅東土地区画整理事業
笠間稲荷門前通り整備促進事業
まちづくり交付金事業岩間駅周辺整備事業（H24：完）
笠間稲荷周辺まちづくり推進事業

法定受託事務（義務的事業に分類）2 4

5 7

市街地活性化推進事業

駅前駐車場管理事業

開発許可関係事務
建築確認申請等関係事務

友部駅自由通路・駅前広場管理事業

8 9

駅前トイレ管理事業
岩間駅自由通路管理事業

施策名 拠点づくりと市街地整備

1

市街地活性化基礎調査事業

3

笠間ＰＡ周辺整備事業

6

事務事業の成果基準の説明
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施策の対象と事務事業の対象 

施策の対象と一致している 施策の対象と概ね一致している 施策の対象と間接的（少数）である 



拠点づくりと市街地整備

駅前駐車場管理事業 笠間ＰＡ周辺整備事業
岩間駅自由通路管理事業 駅前トイレ管理事業

施策名

1

友部駅自由通路・駅前広場管理事業

3

6

9 11 12

2 4

5 7

8 10

市街地活性化基礎調査事業

事務事業の成果基準の説明

法定受託事務（義務的事業に分類）

笠間稲荷周辺まちづくり推進事業
市街地活性化推進事業

開発許可関係事務
建築確認申請等関係事務

事務事業の休廃止検討エリア

岩間駅東土地区画整理事業
まちづくり交付金事業岩間駅周辺整備事業（H24：完）

笠間稲荷門前通り整備促進事業

施
策
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目
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る
事
務
事
業
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目
的
の
直
結
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非
常
に
高
い
 

 
高
い
 

 
中
 

 
低
い
 

事務事業の成果 

成果は高い 

(上位） 

成果はやや高い 

（中位） 成果は低い、ほとんど出ていない若し

くは把握できない（下位） 

成果は普通 

（中位） 
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2 

3 

6 

5 

4 

9 

8 

7 


